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○ 「風評払拭・リスクコミュニケーション強化戦略」に基づき、
「知ってもらう」、「食べてもらう」、「来てもらう」の３つ
の観点から、関係府省庁において、工夫を凝らした情報発信等
を実施。

○ 復興大臣の下、関係府省庁からなる「原子力災害による風評
被害を含む影響への対策タスクフォース」等において、関係府
省庁の取組のフォローアップを実施。

○ 令和元年11月1日には、復興庁の当面の重点的取組「風評払拭
イニシアティブ for 2020」を示すとともに、復興大臣から関
係府省庁に対して、国内のみならず海外に向けた取組の強化を
指示。

１．取組の概要



「風評払拭・リスクコミュニケーション強化戦略」

Ⅰ 知ってもらう Ⅱ 食べてもらう Ⅲ 来てもらう

対
象

①児童生徒及び教育関係者
②妊産婦並びに乳幼児等の保護者
③広く国民一般

①小売・流通事業者
②消費者
③在京大使館、外国の要人及びプレス
④在留外国人及び海外からの観光客

①教師、PTA関係者、旅行業者
②海外からの観光客、外国プレス

及び在留外国人
③県外からの観光客

内
容

①放射線の基本的事項及び健康影響
②食品及び飲料水の安全性
③復興が進展している被災地の姿 等

①福島県産品の｢魅力｣や｢美味しさ｣
②食品及び飲料水の安全を守る仕組み

と放射性物質の基準
③生産段階での管理体制 等

①福島県の旅行先としての｢魅力｣
②福島県における空間線量率や食

品等の安全
③教育旅行への支援策 等

発
信
の

工
夫

受信者目線で印象に残るような表
現の工夫

メディアミックスの活用 等

安全性も理解してもらえる工夫
国際比較による福島県を相対化した

情報発信 等

 ｢ホープツーリズム｣に関する発
信

草の根からの発信 等

放射線副読本の改訂・普及、農林水産物の販路拡大・販売促進支援、
教育旅行を含めた国内観光振興への支援 等

取組の具体化
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復興大臣の下、関係省庁局長クラスからなるタスクフォースを開催し、風評対策の進捗管理
及び課題の洗い出しを行い、今後の方向性を定めることにより、その推進を図る。

復興大臣 復興副大臣
復興庁 事務次官、統括官、審議官、統括官付参事官
内閣府大臣官房政府広報室 室長
内閣府食品安全委員会事務局 事務局長
内閣府原子力被災者生活支援ﾁｰﾑ 事務局長補佐
消費者庁 次長
外務省 経済局長
文部科学省 大臣官房総括審議官
厚生労働省 生活衛生・食品安全審議官

（オブザーバー）
福島県、内閣官房東京オリンピック・パラリンピック推進本部事務局、総務省、財務省

１．目 的

農林水産省 消費・安全局長､食料産業局長
経済産業省 地域経済産業審議官
国土交通省 観光庁次長
環境省 環境保健部長
原子力規制庁 核物質・放射線総括審議官
防衛省 防衛装備庁ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ管理部長

「原子力災害による風評被害を含む影響への対策タスクフォース」について

‣平成25年 3月21日 各府省庁風評対策取りまとめ ‣平成29年 7月21日 フォローアップ
（平成25年 4月 2日 「対策パッケージ」公表） ‣平成29年12月12日 「風評払拭・リスクコミュニケー
‣平成25年11月 7日 フォローアップ ション強化戦略」策定
‣平成26年 6月23日 風評対策強化指針取りまとめ ‣平成30年 7月 5日 「風評払拭・リスクコミュニケー
‣平成27年 6月 4日 フォローアップ ション強化戦略」フォローアップ
‣平成28年 4月 1日 Ｇ７に向けた取組について ‣平成31年 4月12日 フォローアップ
‣平成28年10月 7日 フォローアップ G20に向けた取組について
‣平成29年 2月24日 フォローアップ ‣令和元年 11月 1日 フォローアップ

風評払拭イニシアティブfor2020

３．開催実績

２．構成員
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〇 輸入規制の撤廃に向けた取組

G20観光大臣会合（2019年10月、北海道）での展示

 東京オリンピック・パラリンピック競技大会の開催も迫り、海外の注目が日本に集まる中、風評対策
に一層取り組む必要。そのため、復興庁として下記の施策に積極的に取り組む。

〇 東京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ・ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ競技大会を契機とした情報発信

ワールド・プレス・ブリーフィング レセプション
で提供した被災地産食材を使用した料理

海外向けの取組

• 海外の方が知りたい情報を得やすくなるよう、WEBサイトの改善やコン
テンツの多言語化等を図るとともに、食の安全等正確な情報を広めるた
め、様々な機会を活用する。

復興庁WEBサイト（英語版）

風評払拭イニシアティブ for 2020 令和元年11月1日公表

〇 海外での販路開拓支援
• 専門家等の派遣を通じ、
現地の商慣習等を踏まえ
た販路開拓を図る。

〇 福島県へのインバウンド誘客促進

東南アジアでのテスト
マーケティングイベント

• 「ホープツーリズム」をはじめ、風評払拭や魅
力発信に繋がる訪日外国人向け旅行商品の造成・
販売を支援することにより、持続的な外国人交流
人口の拡大及び風評払拭・風化防止を図る。

「ホープツーリズム」催行の様子
（於：楢葉キャンバス）国内向けの取組

〇 福島の復興の現状や放射線に関する基本的な知識等の発信強化
• 科学的根拠に基づかない風評は、福島県の復興の現状に関する認識や放射線に関
する正しい知識等が十分に周知されていないことに主たる原因があると考えられる。
これらの事項を、多くの国民に知ってもらうよう、様々な媒体をフル活用し、ラジ
オ番組のほか、マンガやSNS等による発信を強化する。 マンガ「福島ツアー同行取材記」

• 輸入規制が残る国や地域の政府関係者やメディアに
対し、復興しつつある被災地の姿や魅力を知ってもら
うとともに、現地の産品を食べてもらい、風評払拭に
関する情報の発信を図る。
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➢ 放射性物質を理由に福島県産品の購入をためらう人は、過去最少。
○ 放射性物質を理由に購入をためらう産地

出典：消費者庁「風評被害に関する消費者意識の実態調査（第1４回）」

２．取り組みの成果と課題（1/4）
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➢ 福島県産品と全国平均との価格差は回復基調だが、牛肉や桃などで固定化も見受けられ
る。

○ 農産物等の福島県産と全国平均の価格差

出典：農林水産省「令和元年度福島県産農産物等流通実態調査」

２．取り組みの成果と課題（2/4）
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➢ 福島県の外国人延べ宿泊者数は震災前以上に回復したが、
震災前と比べた増加率（205.1%）は、全国（389.3%）に大きく劣っている。

○ 外国人宿泊者数

出典：観光庁「宿泊旅行統計調査」
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２．取り組みの成果と課題（3/4）



8

709,932 
673,912 

132,445 

240,148 

318,618 
350,704 

381,446 

435,468 

488,298
517,820 

7,920 7,647 

2,082 

4,042 

4,776 

5,199 5,674 

5,936 

6,850 7,047 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

800,000

H21d H22d H23d H24d H25d H26d H27d H28d H29d H30d

人泊数 校数

○ 福島県教育旅行の延べ宿泊者数
➢ 平成30年度の福島県教育旅行の延べ宿泊者数は、震災前の約７割の水準。
（平成21年度比）

出典：福島県※ 教育旅行を目的に福島県に宿泊した小学生～大学生までの宿泊延べ人数及び学校・団体数

２．取り組みの成果と課題（4/4）
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３．風評・リスコミ戦略に基づく具体的取組

○放射線に関する正しい知識の理解と誤解の払拭
① 福島復興の現状等を「知ってもらう」、福島県産品を「食べてもらう」、福島県に「来てもらう」

の３つの観点から、ＴＶ、ラジオ、インターネット、マンガ等多くの媒体を活用したメディアミック
スによる情報発信を実施（H31.2～）。

知ってもらう

復興庁ホームページ内の
ポータルサイト

「タブレット先生の福島の今」

パンフレット「風評の払拭に向けて」
（日、英、中(簡、繁)、韓版で作成）

・ 海外に向けても、コンテンツの
多言語化や海外向けTV番組の放送
を実施。

放射線の正しい
知識を伝える動画

台湾人レポーターを活用
した海外向けTV番組

・ マンガ作者のインスタグラムにお
いて好意的な反応多数。

・ 福島県産食品の販売に合わせてマ
ンガが配布された事例もあり。
イオンリテール「福島鮮魚便」で常設

・ 福島県産農産物等の魅力と安全
性についての動画をYouTubeで配
信。

③ その他
●「放射線のホント」：PTA全国大会参加者等に2.1万部配布（R1)。
●「放射線の基礎知識に関するリーフレット」：日本医師会会員、全国自治体、全国産婦人科病

院、イオン室内遊園地において155万部配布（H30～R1）。

② 「放射線副読本」：放射線に関する科学的な知識を理解した上で、原発事故の状況や復興に向けた取
組を学ぶ観点から、改訂を行い（H30.10）、全国の小・中・高等学校に1,810万部配布（H30～
R1）。また、放射線教育の実施状況と放射線副読本の活用状況についての調査結果を公表（R2.3）。

インフルエンサーを起
用したYouTube動画

WEBすごろく
「ふくしま旅スゴ」

有名人を活用した
マンガ
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食べてもらう
（１）福島県産品の利用・販売促進等
① 福島県農林水産業再生総合事業により、生産から流通・
販売に至るまで支援

● 福島県産農産物等流通実態調査によると、仲卸業者等の納入業者
が、小売業者等の納入先の福島県産品の取扱意向を実態よりも低く
評価するという「認識の齟齬」が存在。

● 納入業者が納入先に福島県産品の取扱意向を確認するモデル実証
試験を行ったところ、想定していたよりも前向きな納入先がいるこ
とが確認され、認識の齟齬が解消したケースがあった。

● 調査結果に基づき、流通事業者等への指導・助言通知を発出。

② 復興大臣より、経済３団体のトップに被災地産品の利用等を直接要請

● さらに、産業界での福島県産品をはじめとする被災地産品の流通・販売促進や被災地応援フェアの開催、
社内食堂・贈答品等での一層の利用について、復興庁・農林水産省・経済産業省連名で要請 (R2.2～3)

・ R2.2.18 日本経済団体連合会（中西会長）
・ 3. 9 経済同友会（櫻田代表幹事）
・ 3.  9 日本商工会議所（三村会頭）

③ ふくしま応援企業ﾈｯﾄﾜｰｸによる首都圏等でのﾌｪｱ開催情報等、福島県産品を買える場所の情報発信
● 加盟企業の拡大にも取り組んでおり、会員企業数は１４６社。 （設立当時（H26.11）は14社）
● 従来の加盟企業の中心であった建設会社、重電といった電力と関連の深い業種だけでなく、旅客・運輸や
通信の大手企業をはじめ、多様な企業が加盟。

３．風評・リスコミ戦略に基づく具体的取組

納入業者と納入先の「認識の齟齬」
（令和元年度福島県産農産物等流通実態調査報告書（抄））

※「５：前向き」「４：やや前向き」「３：どちらともいえない」「２：やや後ろ向き」
「１：後ろ向き」の５段階評価の平均値。

※ カッコ内の数値は、評価する側とされる側の組み合わせごとの回答数。
※ 消費者自身の姿勢については、全国の消費者への調査での11,746人の回答。
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（２）輸入規制の撤廃・緩和に向けた働きかけ

輸入規制措置を導入した５４の国・地域のうち、３9か国・地域が規制措置を完
全撤廃、韓国及び台湾を除く13か国・地域において規制措置を緩和。

③ 「復興五輪」海外発信プロジェクト（在京大使館への情報発信）

● 復興庁政務が各国の在京大使に対し、震災に対する支援への感謝と被災地の姿等を伝えるとともに、輸入規制
措置の撤廃・緩和に向けた働きかけを実施。

② 首脳・閣僚等ハイレベル、在外公館等からの申し入れの実施
● ブルネイ（R1.10）：安倍総理とボルキア・ブルネイ国王との会談にて、ブルネイ側から輸入規制撤廃を決定

した旨表明。
● インドネシア（R2.1）：茂木外務大臣とインドネシアのルトノ・マルスディ外務大臣との会談にて、早期撤廃

を改めて働きかけ。インドネシア側から緩和を決定した旨表明。

① 国際会議の場を活用した情報発信
● G20首脳及び関連閣僚会合などの国際会議に際し、福島の空間線量率の低さや日本の食品安全基準の厳しさを
示すパネル展示や、被災地産食材情報の提供を実施。（R1.５～11）

● ワールドプレスブリーフィング（海外記者向けのレセプション）において、復興大臣等が復興の状況、被災地
の食材の安全性等について説明。被災地産の食材を使用した料理の提供等により、被災地の魅力を発信。

３．風評・リスコミ戦略に基づく具体的取組

④ 海外メディア向け被災地ツアーの実施
● 中国・香港のメディア関係者向けに復興が進む福島の姿や日本の食品の安全性などを知るためのツアーを

企画し、中国・香港の新聞やSNSなどにおいて取材を踏まえた報道を発信。
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（参考）原発事故による諸外国・地域の食品等の輸入規制の撤廃・緩和
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② 福島県への教育旅行の回復に向けた施策
● 震災・原発事故被災地の見学や地元の方々との意見交換等を通じ、対話型で学ぶ「ホープ

ツーリズム」推進に向けたモニターツアーの実施を支援
● 小・中・高等学校のPTA関係者の全国大会に復興大臣等が参加し、福島県の教育旅行回復や

正しい放射線知識の理解促進に向けた情報発信を実施（H29～)
● 復興庁、観光庁からの協力依頼を受け、文部科学省から全国の教育委員会教育長、知事に

対して、福島県への修学旅行等の実施に関する通知を発出 (H31.3)

〇 国内外からの被災地への誘客促進
① 海外からの旅行客の拡大に向けた施策

来てもらう

● インフルエンサーの活用を支援（アメリカの著名人を福島県に招請し、Instagram、Facebook
で情報発信）

● イベントや商談会の活用を支援（フランス・スペインの旅行会社を福島県へ招請（大内宿等を
見学））

● オンライン旅行会社と連携した販促キャンペーンや、海外旅行会社等と連携した共同広告の実
施を支援

● 富裕層向け旅行博への出展や海外メディアを活用した東北旅行の情報発信を支援
● 12市町村を中心とした福島の魅力等の発信や交流人口の増加に取り組む事業者の活動を支援

・ 訪日外国人を対象とした原発事故被災地への訪問ツアーの造成
・ 現地展示会等における地域の魅力の発信 など

３．風評・リスコミ戦略に基づく具体的取組
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４．今後の方向性

① 海外に向けて
● 改正福島復興再生特別措置法において、海外の風評払拭や輸入規制の撤廃に向けた働
きかけ等が明記された。一方で、世界における新型コロナウィルス禍からの回復の見通
しが不透明であり、国際イベントの機会の活用等が現状では困難。このため、WEBを
活用した情報発信を強化していく。
（例）・ 外国人にリーチしやすいポータルサイト（今年度構築予定）の効果的な活用

・ 多言語によるコンテンツの発信

② 国内に向けて
● 生産から流通・販売に至る事業者間の連携を強化し、福島県産農林水産物が積極的に
取り扱われるよう対応する。また、円滑な流通・販売に活用できるコンテンツを作成し、
より効果的な情報発信を図っていく。

● 放射線に関する情報の受け止め方が人によって異なることに十分配慮しつつ、購入活
動に悪影響を及ぼさないよう、ターゲットに応じたきめ細かなコンテンツの作成・発信
を行っていく。この際、関係省庁のネットワークやコンテンツを相互に活用していく。



（２）ラジオ番組
「Hand in Hand」

（１）専用WEBサイト
・ 復興庁WEBサイト「タブレット先生の福島の今」を開設
し、放射線について学べるWEB動画、放射線クイズ、各種
レポート等、ビジュアルでわかりやすいコンテンツを充実。

・ TOKYO FMで福島の風評払拭に向けた
番組を放送。大都市圏（札幌・仙台・大
阪・愛知・広島・福岡）や福島でも放
送。

（５）YouTube動画「おいしい福島」
・福島県産農産物等の魅力と安全性について、分かりや
すく、楽しく観られる動画をYouTubeで配信。

（６）外国人向けポータルサイトの開設
・外国人の不安・疑問を解消することを主目的にした外

国人向けポータルサイトを開設予定（今年度内）。

FMラジオ番組
富岡漁港8年ぶりの船出

（３）マンガ

WEB動画
タブレット先生の出張教室

放射線クイズ レポート
数字で知る福島

今なお続く風評の払拭に向け、
① 福島の復興の現状等を「知ってもらう」、
② 福島県産品を「食べてもらう」、
③ 福島県に「来てもらう」
の３つの観点から、テレビ、ラジオ、インターネット等を活用した情報発信を実施。

概 要

主な取組
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・ 福島の今や、放射線の正しい知識を伝えるマンガ３作品を
公開。（うち2作品については、英・中（繁・簡）・韓）版
も作成。）

（４）海外に向けたTV番組の放送
・ 台湾の人気報道アナウンサーが、福島在住の２人の
外国人に密着取材。外国人の視点で福島の魅力や安全
性を伝える。

５．メディアミックス事業について



作者：桜沢エリカ
公開先：復興庁Webサイト「福島の今」 及び マンガアプリ

福島県外に住む10人の母親たちが
参加した「福島ツアー」の体験
記。
復興庁Webサイト「福島の今」及

び作者インスタグラムに掲載。
インスタグラムでは、２万件を超

える肯定的な反応がみられた。
作者：モチコ

（フォロワー数18.6万人。２児の母。京都府在住。
普段は親子の日常４コマ漫画をインスタグラム等で発信。）

第１弾

【概要】

第２弾 第３弾

令和元年11月27日（水）公開

【作者インスタグラムのフォロワーの声（抜粋・原文ママ）】
はじめまして。関西在住です。失礼ながら、私含め、私の周りでは東北

や福島産の農作物、海産物は避けている傾向が強いと感じています。
スーパーなどでも売れ残ってセール品になっていることが多いし、友人

との会話でもあえて選ばないよね と言う意見がほとんどです。今こうして
福島在住、出身の方のコメントを拝見して、申し訳ない気持ちになりまし
た。大変勉強になる投稿をありがとうございました。

●

私にとって身近な存在してもちこさんからの発信は説得力あります✨😊😊
私もなんとなく買わない、をしてしまっていた気がします😔😔
これからはあえて買う、をしようと思います💓💓
食材を選ぶ母へ伝えるツアー、なるほどな企画ですね✨

●

令和2年3月12日（木）公開 令和2年3月18日（水）公開

【概要】 【概要】

出演者：キャイ～ン
公開先：復興庁Webサイト「福島の今」 及び マンガアプリ

ママが行く！福島ツアー 同行取材記

キャイ～ンの福島探訪記
－美味しい魚とスーパー科学に出会った－

この空の下で

福島県の試験操業の様子や、福島高
校が取り組んだ「Ｄ-シャトルプロ
ジェクト」について、キャイ～ンが現
地で取材。
キャイ～ンが福島の漁師と高校生を

追体験するストーリーを軸に、福島県
産魚介類の安全性や放射線の知識など
をわかりやすく紹介。

福島県の甲状腺検査の実態などについ
て、有名マンガ家である作者本人が福
島県の小児科医等へ取材。
震災時小学生だった３人の幼なじみの

ストーリーを軸に、放射線の知識や甲
状腺検査等についてわかりやすく紹介。

福島の今を伝える「マンガ」
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○ 放送日
日本（BSフジ「ESPRIT JAPON」）

3月27日（金）24:00～24:30
※ 現在、復興庁ポータルサイトで閲覧可能。

台湾（年代電視台）
3月21日（土）15:30～16:00

フランス（J-ONE）
4月5日（日）放送
※ ﾍﾞﾙｷﾞｰ、ｽｲｽ、ｱﾙｼﾞｪﾘｱでも視聴可能

ニュージーランド（SAKURA TV）
4月18日（土）放送

※オーストラリアでも視聴可能

エスプリ ジャポン

○ 番組概要
台湾の人気報道アナ

ウンサー 田燕妮（テ
ン・イェンニィ）さん
が、福島在住の２人の
外国人に密着取材。福
島に住んでいるからこ
そ分かる福島の魅力等
を外国人の視点で伝え
ていく。

世界の人々へのアピール

① 福島県では復興が着実に進捗している

● 番組放送後、上記のア
ピール項目①～④につ
いて、台湾のTV局が視
聴者アンケートを実施。

● いずれの項目でも、９
割程度の回答者が「番
組を通じて理解でき
た」と回答。

台湾における視聴効果

(N=201)

食品中の放射線物質基準は
世界で最も厳しいレベル

○ 海外の風評払拭、輸入規制の撤廃・緩和に向けた情報発信の一環として、福島の復興の現状や食の
安全性等について紹介するＴＶ番組を放送。

○ 海外向けＴＶ番組を活用し、台湾のＴＶ局の協力を得つつ制作・放送。

『マイホームタウン、福島 ～私が福島に住む理由～』

② 福島県では大部分の地域で通常
の生活が行われている

③ 福島県内各都市の空間放射線量
は、国内外の主要都市ともはや
変わらない

④ 福島県の食品の安全性は、世界
で最も厳しいレベルの基準や、
しっかりとした検査体制、流通
体制により確保されている

海外の風評払拭に向けたTV番組の放送
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風評払拭に向けた釣り・料理企画について
『常磐もの』で福島の今を体感2020 ～釣れたヒラメでリモートクッキング～

実 施 概 要

○ 釣りと料理を通して地域食材の魅力を伝え、安全性等への理解の増進を図る。
○ 食と交流の体験を楽しむことができるグルメアプリ「キッチハイク」を活用し、双方向型オンライン料理ワーク

ショップとすることにより、疑似的な現地参加を体感でき、福島への親しみを増進。

趣旨・目的

料 理

復興庁YouTube
チャンネル

釣り専門誌
スポーツ紙 等

有名イタリアンシェフによる
オンライン料理ワークショップ

（相馬市東部公民館）

参加者

ワークショップに参加した
ママインフルエンサーによる

SNSでの情報拡散

オンライン会議
システムの活用

FMラジオ
Hand in Hand

福島県産の
食材を発送

釣りインフルエンサーによる
SNSでの情報拡散

インフルエンサーと
メディア参加による釣り

（相馬沖）

各種報道

料理指導の様子

生産者との交流

募 集

いずれのコンテンツからも
福島の現状や産品の安全性もＰＲ

釣 り ×

累計約７千いいね！

釣りジャーナリスト協会
にも原稿・写真を配信

地方紙・テレビ局等も自主的に報道
海の豊かさを伝える
ｳｪﾌﾞﾒﾃﾞｨｱGyoppy!

（Yahoo!)からも発信

近日配信予定

釣りファン
釣り関心層

ママ層
料理関心層

参加者も
SNSで拡散

キッチハイク
からも記事を

配信

日刊スポーツ
YouTubeﾁｬﾝﾈﾙ

からも発信

全国の大都市圏等で放送

復興庁HPで短編動画を配信

横山復興副大臣も参加
↓ヒラメ

野菜→

日本全国のヒラメを食べていますけど１番美味しかった
です。さっき釣ったばかりのものをおろして食べたら、
なんか昆布締めしたみたい。僕の予測では、底の海藻に
根付いているアジを食べているからなんじゃないかと。

キッチハイクを
活用した情報発信

累計約２万いいね！
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「おいしい福島」～動画による福島県産農産物等の魅力と安全性の発信～

ポイント１：インフルエンサーの活用
［第１弾］リュウジさん（料理研究家）

［第２弾］フォーリンデブはっしーさん（グルメエンターティナー）

［第３弾］ ロバート馬場さん（吉本芸人）

概 要

○ 福島県が生産・販売に力点を置く農産物等を中心に、その魅力と安全性を短く、分かりやすく、かつ楽しく
観られる動画を制作、YouTubeで配信。

○ 動画を観て福島県産農産物等に魅力を感じた消費者がすぐに購買行動に移すことができるよう、復興庁サイ
ト「タブレット先生の『福島の今』」の特設ページに福島県運営のインターネット通販サイト「ふくしまプ
ライド便」へのリンクも設置。

特設ページ

ふくしまプライド便
へのリンク

ポイント３：購買行動の喚起料理編

農家訪問編 料理編

農家訪問編
YouTube
ﾁｬﾝﾈﾙ登録者数 145万人

Instagram
フォロワー数 26.6万人

ポイント２：楽しい内容としつつ安全性にも訴求

第１弾～第３弾合計で100万回以上視聴（R3.2.12時点）

※ R２年度は第４弾まで実施予定農家訪問編 料理編
YouTube
ﾁｬﾝﾈﾙ登録者数 25.5万人



東日本大震災発災10年を節目とした情報発信
～「オンライン料理ワークショップ」による福島県産の食の魅力・安全性の発信～

○ 「食」の関心層をターゲットとし、全国規模での福島県産食材の魅力と安全性の認知、及び購買・訪問意欲の増進を目指す。
・ 拠点となる福島会場に有名料理人（寺田真二郎氏（料理研究家））を講師として招聘し、オンラインで３大都市圏の会場

（ABCクッキングスタジオ）を接続することで、リモートによる料理ワークショップを開催。
・ 使用する食材の放射線測定の状況なども各会場のモニターで紹介し、参加者に安全性を体感いただくとともに、自ら料理し

味わうことで、福島県産食材の魅力を感じていただく。
○ 取組が広く全国で報道されるよう、農林水産省、福島県とも連携し、地域のメディアにPR。

中部会場：愛知県
（名古屋ﾊﾟﾙｺｽﾀｼﾞｵ）

関西会場：京都府
（京都ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｽﾀｼﾞｵ）

企画名称 「福島のおいしい」を体感！全国リモートクッキング
開催時期 令和３年１月25日（月）16:00～18:00
会場 福島会場を拠点とし、３つの地方会場（関東、中部、関西の

ABCクッキングスタジオ）をオンライン会議システムで接続
参加者 ABCクッキングスタジオHPから募集（受講生を対象）
使用食材 福島県産ヒラメ・野菜、地方会場にちなんだ農産物

福島と３大都市圏
をリモートで接続

ABCクッキングスタジオ
国内外に149万人以上の会員を持つ世界

最大級の料理教室。料理・パン・ケーキの
コースのほか、１回完結の”1day”レッスン
を展開し、「世界中に笑顔のあふれる食卓
を」を企業理念に「手作りの食」の大切さ
と楽しさを提案。自由度の高いサービスや
豊富なメニュー展開も人気のひとつ。

・ 福島県産食材に加え、地方会場に
ちなんだ地元食材も使用しPRする
ことで地元メディアの関心を向上

・ 各会場にインスタグラマーを配置
し「映える」写真撮影を指導

（→ SNSによる拡散も期待）

福島会場（拠点）：福島県
（Garden Kitchen 郡山駅前）

オンラインで接続

（イメージ）
寺田真二郎氏

地方会場：３大都市圏
（ABCクッキングスタジオ）

関東会場：神奈川
（たまﾌﾟﾗｰｻﾞｽﾀｼﾞｵ）

ライブ配信

オンラインによる
料理指導↓

復興庁
YouTube

ﾁｬﾝﾈﾙ

放射線測定状況（動画）

「映える」
写真→



「ふくしま旅スゴ」～ゲームによる福島の魅力と安全性の発信～

概 要

○ 「ふくしま旅スゴ」は、ウェブ上で福島全市町村（59市町村）をサイコロを振って巡り、各市町村の特色や
特産品などに関するクイズと放射線に関するクイズに答えながら「映える（ばえる）」写真を集めてゴール
を目指す「楽しく学べるすごろくゲーム」。

○ ステージクリア毎に大人気家庭用ゲームソフト「あつまれどうぶつの森TM」で使用できる「あつ森マイデザ
イン」（赤べこのコスチュームなど福島にちなんだデザイン）を配布する等によりユーザーの流入を促進。

TOP画面 ゲーム画面（ステージマップ） ゲーム画面（クイズ）

赤べこコスチューム あんぽ柿Tシャツ

① ステージは、会津エリア５ステージ、中通り
エリア８ステージ、浜通りエリア４ステージ
の計17ステージ

② 各ステージには４つのクイズがあり、正解し
て４つ全てのアイテムを集めるとコンプリー
トページへ。

③ コンプリートページでは、ニンテンドース
イッチTMソフト「あつまれどうぶつの森TM」
で使用できる「あつ森マイデザイン」（赤べ
このコスチュームなど福島にちなんだデザイ
ン）を配布（全20種以上）。

YouTubeクリエイターによる発信も実施
ゲームプレイをするターゲット向けに、YouTube

クリエイター２組によるPRも実施

なつめさんちの
ゲーム実況

コアラ’s
game show



海外の風評払拭に向けた外国人向けポータルサイト「FukushimaUpdates」の開設

〇 海外の福島に対するイメージは原発事故直後のネガティブなままであり、オリパラ東京大会に向けて海外から注目
が集まる中、福島の現状等に関する正確な情報を発信し外国人の不安・疑問を解消することが重要。

〇 このため、Ｗｅｂ上で外国人の疑問に答えることを主目的にした外国人向けポータルサイトを開設。関係機関が一
体となって情報の更新等に努めることにより、海外に向けた情報発信の最前線ツールとなることを目指す。

①Ｗｅｂ検索結果画面に表示され得るＱ＆Ａ方式を採
用。また、Ｑ＆Ａは外国人の関心の高い事項を選定。

②Ｑ＆Ａに出典を明記するとともに、関係機関のデータ等
掲載ページをリンク。関係機関ＨＰも改善（更新、多言
語化等）。＜効果＞

「ＦＡＱ」は、「店舗情報」等と同様に、Ｗｅｂ
で一定のルールに従って作り、ある程度見られる
ようになれば、Ｗｅｂ検索結果画面に表示され
る。

福島の四季
の写真

FAQ
（20～25問程度）

“Fukushima Updates”の画面（開発中）

サイト
誘引

マンガ

福島の説明

数字で
見る福島

Ｗｅｂ検索結果画面（イメージ）

福島の放射線量は大丈夫ですか？

福島の放射線に関するポータルサイト – 復興庁ホームページ
福島県の放射線量や復興への取組、日本の食品基準などが一目でわかるポータルサイト…

福島に旅行に行っても大丈夫ですか？
福島の食べ物は安全ですか？

○月○日の福島市内の放射線量は0.13μSv/hで、世界の他の都市と変わ
らず安全です。なお、他の場所での放射線量の値は、こちらをご覧下さ
い。

※日本語・英語・中国語（繁・簡）・韓国語で作成
※各国・地域でWEB広告等を展開

動画

サイト訪問者
インセンティブ
としてZoom
背景を準備

Ｑ＆Ａ自体が
表示される
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（参考）メディアミックス事業の効果
サンプル調査（本年2月～3月に実施）として、福島の復興の現状や魅力とともに、福島の空間線量の現状や福島

県産食品の安全性などを紹介した動画やマンガ、データなどを見てもらったところ、福島県産食品や福島県への旅行
について、「積極的に食べる」「積極的に旅行する」との回答が2～3倍程度増加、「放射線が気になるのでためら
う」との回答は大幅に減少。特にママ層において、その傾向が顕著。

福島県産食品への意識 福島への旅行についての意識

見る前 見た後 見る前 見た後

全体(n=7,200)

放射線が気になるのでためらう

福島県産かどうかは気にしない

積極的に食べる

ママ層(n=885) 全体(n=7,200)

ママ層(n=885)

放射線が気になるのでためらう

放射線については気にしない

積極的に旅行する

見る前 見た後見る前 見た後

0.7倍 0.6倍

2.3倍 3.5倍

0.6倍 0.5倍

1.9倍 2.6倍

ママ層(n=885)
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